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第７講 「幼児教育コーディネータの学習目標の分析」

【学習到達目標】

 BS.ブルームの「教育目標の分類学」を説明できる．

【目 的】
目標の構造は，子どもの実態によって変わる．子どもの実態，先生の指
導方法・指導力，そういうことを含めた教材研究がなされて初めて目標
分類ができる．ここでは，幼児教育コーディネータの学習目標の分析を
考える．
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「学習目標のデザイン」

授業づくりのスタート

学習目標を
適切かつ明確にすること
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「学習目標のデザイン」

学習目標を明確にする

・目標自体が適切かわかる
・学習者に実現可能かわかる
・授業の進め方がはっきりする
・適切な教材かはっきりする
・どの教師も共有できる
・教師チームの授業設計・改善が可能になる
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「学習目標のデザイン」

学習目標の分類

学習目標を、学習内容と能力の観
点から分析し、学習目標を吟味・
検討し明確にする

 ブルームの教育目標の分類体系
 ガニェの学習成果の5分類



評 価
Evaluation

統 合
Synthesis

個性化
Characterization

自然化
Naturalization

分 析
Analysis

組織化
Organization

分節化
Articulation

応 用
Application

価値づけ
Valuing

精密化
Precision

理 解
Comprehension

反 応
Responding

巧妙化
Manipulation

知 識
Knowledge

受け入れ
Receiving

模 倣
Imitation

認知的領域 情意的領域 心的運動的領域

ブルームの教育目標の分類体系

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)
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「学習目標のデザイン」

認知的領域における階層的な分類

⑥評価‥考え、意見などを自分なりに評価
⑤統合‥要素を統合し、考えを創り出す
④分析‥要素を分解し、要素間の関係を知る
③応用‥知識を他に適用する
②理解‥知識や情報の意味を理解する
①知識‥記憶などを呼び起こす



教材の構造分析

学習課題 言語情報 知的技能 運動技能 態 度

分析方法 クラスター分析 階層分析 手順分析 階層・手順分析

クラスター分析

手 法 効率のよく暗記する

ために、関連のある

項目を集める。これ

は、必ずしも上下関

係とは限らない。

学習目標の、上

位から下位の目

標にむかって、

教材を使用する

ための前提条件

を探し出す。

学習目標の運動

技能を実現する

ために練習でき

るステップに分

解する。

目標とする気持

ちに関連した言

語情報や知的技

能をみつけ、選

択の理由を問う

ことで態度形成

に必要な技能を

みつける。

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)を加工



クラスター分析の例「47都道府県」

北海道
青森県
岩手県
秋田県
宮城県
山形県
福島県

茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県

新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県

岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県

鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県

福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

47都道府県

北海道・

東北
関東

北陸

甲信越
東海 近畿

中国・

四国

九州・

沖縄

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



階層分析の例「面積を求める」

単位（㎡等）を含めた
図形の“面積”の意味が
わかる

長方形・正方形の
面積を求めること
ができる

平行線・対角線・垂
直の考え方がわかる

平行四辺形の面積を
求めることができる

底辺と高さを導き
出すことができる

図形に補助線を引いて、
図形の要素を分解できる

辺や直角などに囲まれたものを四
角形として認識できる

三角形の面積を求
めることができる

（
前
提
条
件
）

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



手順分析の例「ミシンで直線縫いができる」

いろいろな種類
のミシンに対し
て、セットの仕
方を使い分ける

針を上下に動
かすと下糸が
上糸にひっか
かって出てく
ることがわか
る

ボビンケースの必要な
「中がま式」のセット
の仕方がわかる

ボビンケースの必要のな
い「水平がま式」のセッ
トの仕方がわかる

下糸を

巻く

下糸を

セット

する

上糸を

かける

下糸を

出す

直線に

縫い合

わせる

結果を

確認す

る

引用：授業設計マニュアルVer2.0 鈴木克明・稲垣忠著



分析

Analysis

設計

Design

開発

Development

実施

Implement

評価

Evaluation

必要に応じて改善
Revise as needed

ADDIEモデル

引用：授業設計マニュアル（稲垣・鈴木 2015)
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ADDIE

【ADDIEモデル】

a. Analysis

b. Design

c. Development

d. Implement

e. Evaluation

ADDIEの各プロセス

Analyze（分析） 学習者の特性、教育内容を分析

Design（設計） 目標設定、教授手法決定

Development（開発） 教材を作成する

Implement（実施） 実際に教授を行う

Evaluation（評価）
教材が目標を達成するのに役

立ったかどうか評価
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課 題

1. あなたは，どのような場面でメディアの影響を強く受けてい

る と思うか，また，どのような場面でメディアの影響をあ

まり受けていないと思うか説明しなさい．

2. テレビなどのCMは，専門家がなんとか視聴者をひきつけよ

うとして創作した作品である．どんなCMが印象に残ってい

るか．それは何故か．メディアの特性をどのように使ってい

るか具体例を示して説明しなさい．

3. インターネットで，いくつかの教材を調べて，その教材の有

効性を５段階で判定しなさい．そして，どのような要因でそ

の判定結果になったかを説明しなさい．
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